
 

 

  
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

           

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号 

ド
イ
ツ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船
は
、
1891

（
明
治
24
）
年
か
ら
ド
イ
ツ
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ

ン
伯
爵
が
開
発
に
乗
り
出
し
た
硬
式
飛
行
船

で
、
1900
（
明
治
33
）
年
に
飛
行
に
成
功
、
1909

（
明
治
42
）
年
、
ド
イ
ツ
海
軍
に
納
入
さ
れ
、

第
一
次
世
界
大
戦
中
に
は
パ
リ
や
ロ
ン
ド
ン

の
夜
間
爆
撃
を
敢
行
し
て
い
ま
す
。
1918
（
大

正
７
）
年
、
ド
イ
ツ
は
敗
戦
国
と
な
り
飛
行
船

の
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
エ
ッ
ケ
ナ

ー
博
士
ら
の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
飛
行
船
会
社
に

よ
っ
て
飛
行
船
の
再
建
が
計
画
さ
れ
、
1929
（
昭

和
４
）
年
、
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
Ｌ
Ｚ
127
号

機
が
建
造
さ
れ
ま
し
た
。
全
長

233.5
ｍ
、
最
大

直
径
30.5
ｍ
、
最
大
体
積
が
十
万
五
百
㎥
、
重

量
55.7
ト
ン
、
最
大
速
度
時
速
117

km
、
航
続
距

離
12000

km
、
浮
力
に
は
水
素
、
動
力
に
は
ブ
ラ

ウ
ガ
ス
（
石
油
気
化
ガ
ス
）
を
使
い
、
530
馬

力
の
発
動
機
５
基
を
備
え
、
乗
員
35
人
と
乗

客
40
人
を
乗
せ
る
能
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
は
世
界
航
空
史
上
空

前
絶
後
の
超
大
型
飛
行
船
で
、
世
界
各
国
に
衝

撃
を
あ
た
え
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
は
ツ

ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
に
よ
る
世
界
一
周
計
画
を

発
表
し
、
全
世
界
を
驚
か
せ
ま
し
た
。 

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
は
1929(

昭
和
４)
年
８

月
８
日
、
レ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
の
ア
メ
リ
カ
海
軍

航
空
基
地
を
出
発
、
大
西
洋
を
横
断
し
て
、
ツ

ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
の
故
郷
で
あ
る
ド
イ
ツ
の

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
ー
フ
ェ
ン
飛
行
場
に
到

着
、
所
要
時
間
は
55
時
間
24
分
で
し
た
。
次

い
で
８
月
15
日
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ス
ハ
ー
フ

ェ
ン
を
飛
び
立
っ
た
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
は
、

シ
ベ
リ
ア
上
空
を
無
着
陸
で
横
断
す
る
と
８

月
19
日
午
後
４
時
20
分
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊

上
空
を
通
過
、
そ
の
後
東
京
、
横
浜
上
空
を
訪

問
飛
行
の
後
、
同
日
午
後
６
時
27
分
に
霞
ヶ

浦
飛
行
場
に
着
陸
し
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
～
日
本

間
の

11,000
㎞
を
わ
ず
か
100
時
間
程
で
横
断
、
平

均
時
速
は
約
110
㎞
で
、
当
時
と
し
て
は
信
じ

ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
し
た
。 

こ
の
時
、
霞
ヶ
浦
飛
行
場
で
は
、
飛
行
船
を

一
目
見
よ
う
と
、
10
万
人
余
り
に
及
ぶ
大
群

衆
の
波
で
埋
ま
り
、
大
変
な
騒
ぎ
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
時
の
様
子
を
当
時
土
浦
中
学
5
年

生
で
あ
っ
た
鶴
町
武
雄
氏
（
中
学
29
回
）
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

「
８
月
19
日
、
起
床
す
る
と
直
ぐ
新
聞
を

見
た
。
紙
面
に
は
『
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
勇
姿

を
北
海
道
上
空
に
、
現
す
』
と
大
文
字
が
く
っ

き
り
と
、
浮
き
出
て
見
え
た
。 

天
気
は
良
好
で
東
雲
の
空
に
は
数
条
の
雲

が
七
彩
の
光
に
映
じ
て
薄
紅
に
匂
っ
て
い
た
。

自
動
車
は
絶
え
ず
往
来
し
、
そ
れ
に
続
い
て
自

転
車
の
人
、
徒
歩
の
人
が
蟻
の
行
列
の
如
く
に

霞
ヶ
浦
航
空
隊
に
急
い
で
い
る
、
全
く
黎
明
な

ど
に
は
、
人
一
人
通
ら
ぬ
我
が
寒
村
荒
川
沖
は

一
朝
に
し
て
大
都
会
と
化
し
た
。 

朝
飯
を
済
ま
し
て
か
ら
二
、
三
の
友
人
と
連

れ
だ
っ
て
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
を
観
仰
せ
ん

と
家
を
出
た
。 

（
中
略
） 

 
 
  

 

午
後
３
時
は
過
ぎ
た
。
突
然
！ 

友
の
一
人

が
叫
ん
だ
。
友
の
指
示
す
る
方
を
見
よ
！ 

鬱

蒼
た
る
森
の
左
端
約
一
米
の
處
に
ポ
チ
リ
と

滴
し
た
イ
ン
ク
の
飛
沫
の
如
き
黒
点
が
真
直

ぐ
に
此
の
地
を
指
し
て
猛
進
し
て
来
る
。
一
分
、

二
分
、
三
分
、
五
分
、
十
分
、
十
五
分
、
発
動

機
が
見
え
る
。
ゴ
ン
ド
ラ
が
見
え
る
、
数
万
の

観
衆
の
心
は
躍
っ
た
。 

銀
白
色
の
巨
体
は
プ
ロ
ペ
ラ
の
音
高
く
、
地

を
圧
し
雲
を
退
け
て
頭
上
に
迫
っ
て
来
た
。

お
ヽ
！ 

偉
大
と
言
お
う
か
勇
壮
と
言
お
う

か
壮
絶
と
言
お
う
か
！ 
唯
見
る
空
中
の
楼

閣
、
恍
然
と
し
て
驚
嘆
す
る
の
み
で
あ
る
。 

太
陽
は
地
平
線
に
没
せ
ん
と
し
て
い
る
。
真

紅
に
燃
ゆ
る
雲
は
止
ま
り
て
動
か
ず
。
暮
色
は

蒼
然
と
し
て
襲
ひ
来
り
、
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号

は
日
本
士
官
の
活
発
な
る
指
揮
と
、
敏
活
な
水

兵
と
に
よ
っ
て
徐
々
と
大
格
納
庫
に
呑
ま
れ

て
行
く
。
全
く
歴
史
的
の
光
景
で
あ
る
。 

か
く
し
て
、
世
界
の
人
々
の
曾
て
空
想
に
過

ぎ
な
か
っ
た
此
の
大
挙
は
見
事
に
実
現
さ
れ

た
。（
以
下
略
）」（「
進
修
31
号
」・
1930
（
昭
和

５
）
年
３
月
１
日
発
行
） 

飛
行
船
を
見
慣
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
土
浦

中
学
の
生
徒
た
ち
も
、
さ
す
が
に
そ
の
巨
大
さ

と
華
麗
さ
に
驚
嘆
し
、
敗
戦
国
で
あ
り
な
が
ら

世
界
初
の
快
挙
に
挑
む
ド
イ
ツ
国
民
の
底
力

に
畏
敬
の
念
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

              

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
が
霞
ヶ
浦
に
滞
在
し

た
５
日
間
に
、
全
国
各
地
か
ら
約
40
万
人
の

人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。
上
野
か
ら
は
臨
時
列
車

が
運
行
さ
れ
、
土
浦
と
阿
見
間
の
常
南
電
車
は

満
員
で
、
徒
歩
で
や
っ
て
来
る
者
も
多
く
、
土

浦
か
ら
人
の
波
が
続
き
ま
し
た
。
当
時
阿
見
村

に
は
電
話
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
電
話
が
あ
っ

た
丸
山
医
院
は
新
聞
社
の
取
材
基
地
と
な
り
、

平成２６年９月９日 
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第７１号 

号 

霞ヶ浦（その６）～国際空港 霞ヶ浦飛行場～ 

 1921（大正 10）年に開場した霞ヶ浦海軍航空隊飛行場は当時としては東洋一といわ

れ､世界各国から航空機が飛来する空の玄関口となっていました。世界一周をめざす飛

行機が次々と飛来、1929（昭和４）年にはドイツの大飛行船ツェペリン伯号、1931（昭

和６）年８月にはリンドバーグ夫妻も飛来し、霞ヶ浦飛行場は国際的にも有名な飛行場

となりました。 

 

← 飛来したリンドバーグ機の前に立つリンドバーグと

アン夫人。二人は新婚旅行を兼ねて来日しました。 

海軍の下士官たちによって押収（欧州）格納庫に

引き込まれるツェッペリン伯号。 



 

 

「
君
は
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
を
見
た
か
！
」
と
い
う

新
聞
の
見
出
し
が
流
行
語
に
な
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

５
日
間
霞
ヶ
浦
に
と
ど
ま
っ
た
ツ
ェ
ッ
ペ

リ
ン
伯
号
は
、
８
月
23
日
夕
刻
、
霞
ヶ
浦
航

空
隊
の
見
送
り
機
５
機
に
誘
導
さ
れ
、
太
平
洋

の
彼
方
ア
メ
リ
カ
に
向
け
て
飛
び
立
っ
て
行

き
ま
し
た
。 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
ク
機 

1931
（
昭
和
６
）
年
８
月
26
日
に
は
ア
メ
リ
カ

の
リ
ン
ド
バ
ー
ク
夫
妻
が
霞
ヶ
浦
に
飛
来
し

ま
し
た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
リ
ン
ド
バ
ー
ク
は
、

1927
（
昭
和
２
）
年
に
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・

セ
ン
ト
ル
イ
ス
号
で
も
っ
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

～
パ
リ
間
の
大
西
洋
単
独
無
着
陸
飛
行
を
は

じ
め
て
成
し
遂
げ
た
空
の
英
雄
で
し
た
。
そ
の

リ
ン
ド
バ
ー
ク
が
北
太
平
洋
航
路
調
査
の
た

め
、
夫
人
を
伴
っ
て
ロ
ッ
キ
ー
ド
の
水
上
機
シ

リ
ウ
ス
号
で
や
っ
て
き
た
の
で
す
。
リ
ン
ド
バ

ー
ク
夫
妻
は
ワ
シ
ン
ト
ン
を
出
発
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
州
、
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
、
択
捉
を
経
て
、
８
月
23
日
に
は
日
本
の

国
後
島
、
24
日
に
は
根
室
市
、
26
日
に
霞
ヶ

浦
に
到
着
し
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
ま
で
の
距
離
は

12,385
㎞
、
飛
行
時
間
85
時
間
11
分
、
30
日
間
を

要
し
ま
し
た
。
到
着
地
の
霞
ヶ
浦
航
空
隊
水
上

班
に
は
大
群
衆
が
押
し
寄
せ
、
東
京
へ
向
か
う

夫
妻
を
一
目
見
よ
う
と
土
浦
駅
も
大
観
衆
で

埋
ま
り
、
「
リ
ン
ド
バ
ー
ク
万
歳
」
の
歓
声
が

絶
え
間
な
く
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
土
浦
中
学

生
た
ち
も
夏
休
み
と
あ
っ
て
、
何
人
も
の
生
徒

が
航
空
隊
を
訪
れ
て
お
り
、
当
時
土
浦
中
学
３

年
の
山
本
武
義
氏
（
中
学
33
回
）
は
、
こ
の

時
の
様
子
を
「
リ
ン
ド
バ
ー
ク
大
佐
を
迎
へ

に
」
と
題
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。  

 
 

「
来
た
、
来
た
、
い
よ
い
よ
来
た
。
数
台
の

飛
行
機
に
囲
ま
れ
て
、
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
よ
う

に
進
ん
で
来
る
。
双
眼
鏡
を
取
り
出
し
て
眼
に

あ
て
た
。
真
赤
に
塗
ら
れ
た
一
枚
の
翼
。
真
黒

な
胴
。
や
は
り
真
赤
な
後
の
翼
。
単
純
な
型
で
、

い
か
に
も
軽
快
な
飛
行
機
。
翼
が
二
枚
で
、
支

柱
や
針
金
線
な
ど
で
交
叉
さ
れ
て
い
る
、
ど
っ

し
り
重
さ
う
な
飛
行
機
に
比
較
し
て
本
当
に

明
る
く
、
ぱ
っ
と
し
て
い
て
、
い
つ
ま
で
も
は

っ
き
り
頭
に
残
っ
て
い
る
よ
う
な
簡
単
な
飛

行
機
。
ず
ん
ず
ん
近
づ
い
て
来
る
。
と
う
と
う

来
た
の
だ
、
リ
ン
デ
ィ
機
が
来
た
の
だ
。 

今
日
８
月
26
日
。
リ
ン
デ
ィ
機
が
来
る
と

き
い
て
、
少
し
早
い
が
遊
び
な
が
ら
と
、
11
時

頃
阿
見
に
向
か
っ
た
。
だ
い
ぶ
人
が
来
て
い
た
。

電
車
や
自
動
車
で
後
か
ら
後
か
ら
と
、
沢
山
の

人
が
来
る
。
兵
舎
の
門
を
く
ぐ
っ
て
、
飛
行
機

が
着
く
す
ぐ
近
く
の
水
際
で
、
待
っ
て
い
た
。

真
赤
な
太
陽
が
じ
り
じ
り
と
照
り
つ
け
る
の

で
、
た
ま
ら
な
く
暑
い
。
日
か
げ
に
居
て
も
、 

汗
が
に
じ
み
出
て
く
る
。
早
く
か
ら
居
て
、
そ

ろ
そ
ろ
退
屈
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
時
計
を
見

な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
歩
き
廻
っ
て
い
た
。 

２
時
近
く
、
み
ん
な
が
騒
ぐ
の
で
、
ふ
と
霞

ヶ
浦
対
岸
の
、
森
の
上
を
見
る
と
、
も
う
機
は

ず
っ
と
大
き
く
、
近
く
に
見
え
る
。
真
正
面
に

進
ん
で
く
る
。
驚
く
や
う
に
速
い
ス
ピ
ー
ド
だ
。

い
よ
い
よ
来
た
。
リ
ン
デ
ィ
機
が
来
た
。
退
屈

も
何
も
何
處
へ
飛
ん
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
た

だ
数
知
れ
ぬ
群
衆
の
眼
は
、
大
空
に
く
っ
き
り

と
浮
い
て
い
る
、
小
型
な
、
飛
行
機
に
吸
付
い

た
や
う
に
、
ま
た
た
き
も
せ
ず
み
つ
め
て
い
る
。

間
も
な
く
頭
上
に
来
た
。
人
々
は
帽
子
を
振
っ

た
り
、
手
を
上
げ
た
り
し
て
歓
迎
す
る
、
小
学

生
の
日
米
国
旗
が
ひ
ら
ひ
ら
と
翻
っ
て
綺
麗

だ
。 頭

上
で
一
回
大
き
く
廻
る
。
す
ば
ら
し
い
快

速
力
。
そ
れ
と
一
緒
に
群
衆
の
頭
も
ぐ
る
っ
と

廻
る
。
體
の
中
心
を
失
っ
て
、
足
も
と
が
ふ
ら

ふ
ら
し
そ
う
だ
、
そ
れ
で
も
眼
を
は
な
さ
な
い
。

あ
の
小
さ
な
飛
行
機
に
操
ら
れ
て
い
る
や
う

だ
。
一
回,

廻
っ
て
か
ら
遠
く
へ
行
っ
た
と
思

ふ
と
、
つ
と
體
を
か
は
し
て
、
此
方
を
向
い
た
。

だ
ん
だ
ん
水
面
に
近
づ
き
な
が
ら
進
ん
で
く

る
、
着
水
だ
。
胸
の
す
う
っ
と
す
る
よ
う
な
、

あ
ざ
や
か
な
着
水
ぶ
り
を
見
せ
て
、
水
を
け
立

て
て
な
ほ
進
む
。
格
納
庫
の
前
に
止
ま
っ
た
。

も
う
完
全
に
霞
ヶ
浦
に
着
い
た
の
だ
。
す
ぐ
そ

の
飛
行
機
の
そ
ば
ま
で
行
こ
う
と
し
た
が
、
沢

山
の
人
で
行
け
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
照
り

つ
け
る
日
光
の
下
で
、
格
納
庫
の
側
に
並
ん
で

自
動
車
で
行
く
の
を
待
っ
た
。
誰
も
、
一
歩
で

も
前
へ
出
よ
う
と
す
る
。
数
分
待
っ
た
。
な
か

な
か
自
動
車
は
来
な
い
。
待
っ
て
い
る
者
は
い

ら
い
ら
す
る
。
遂
に
来
た
。
花
束
な
ど
を
ぎ
っ

し
り
と
積
ん
だ
つ
ぎ
の
自
動
車
だ
。
向
っ
て
右

側
に
は
リ
ン
ド
バ
ー
ク
が
、
日
に
や
け
た
顔
に

溢
れ
る
ば
か
り
の
微
笑
を
た
た
へ
、
あ
ぶ
ら
け

の
な
い
髪
が
ゆ
れ
て
い
る
。
左
側
に
は
頭
に
ぴ

つ
た
り
と
つ
い
た
、
耳
ま
で
あ
る
帽
子
を
か
ぶ

っ
た
夫
人
、
顔
一
ぱ
い
に
喜
び
の
色
を
表
し
て

い
る
。
中
央
に
ア
メ
リ
カ
大
使
、
自
分
の
事
の

や
う
に
、
に
こ
に
こ
し
て
い
か
に
も
嬉
し
そ
う

だ
っ
た
。
自
動
車
は
歓
迎
会
へ
向
か
っ
た
の
で
、

又
駅
前
で
大
佐
を
迎
え
よ
う
と
、
電
車
に
乗
っ

た
。」（「
進
修
34
号
」・
1931
（ 

昭
和
６
）
年
12

月
18
日
発
行
） 

ま
た
同
じ
く
３
年
生
の
岡
田
良
典
氏
（
中
学

33
回
・
旧
職
員
）
は
、
間
近
で
見
た
リ
ン
ド

バ
ー
ク
夫
妻
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
ま
す
。 

 

「
午
後
２
時
10
分
滑
走
台
を
距
た
る
こ
と
400

米
の
地
点
に
無
事
着
水
し
、
機
体
は
す
る
す
る

と
湖
面
に
二
条
の
線
を
引
い
て
滑
走
台
に
近

づ
い
た
。
そ
し
て
空
の
王
者
リ
ン
ド
バ
ー
ク
大

佐
の
姿
が
は
っ
き
り
と
操
縦
席
に
浮
か
び
出

た
。
ま
た
後
の
席
に
は
飛
行
服
に
身
を
固
め
た

凜
々
し
い
『
ア
ン
夫
人
』
の
姿
も
見
え
、
そ
の

頬
に
は
微
笑
さ
え
浮
か
ん
で
、
群
が
る
群
集
は

思
わ
ず
歓
呼
の
声
を
あ
げ
た
。
此
の
時
愛
機
は

第
９
滑
走
台
に
ピ
タ
リ
と
横
着
け
さ
れ
た
。 

リ
大
佐
は
ひ
ら
り
と
操
縦
席
か
ら
翼
上
に

降
り
立
ち
、
続
い
て
ア
ン
夫
人
も
リ
大
佐
の
胸

ま
で
し
か
な
い
小
柄
な
体
を
機
上
に
表
す
と

再
び
『
ウ
ァ
ー
』
と
い
う
歓
呼
の
声
。
リ
大
佐

夫
妻
は
陸
上
の
歓
呼
に
両
手
を
あ
げ
て
応
え
、

馴
れ
た
態
度
で
滑
走
台
に
降
り
立
っ
た
」（「
進

修
34
号
」） 

夫
妻
は
海
軍
航
空
隊
第
一
士
官
宿
舎
の
食

堂
で
行
わ
れ
た
歓
迎
会
に
出
席
後
、
土
浦
駅
か

ら
列
車
で
上
京
し
、
東
京
に
あ
る
聖
路
加
病
院

長
宅
に
数
日
間
滞
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

夫
妻
は
土
浦
に
戻
り
、
出
発
ま
で
滞
在
、
仲
良

く
土
浦
の
町
を
散
策
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
霞
月
楼
で
催
さ
れ
た
海
軍
関
係
者
に
よ
る

送
別
会
に
出
席
後
、
９
月
13
日
に
大
勢
の

人
々
の
見
送
り
の
中
を
中
国
大
陸
め
ざ
し
飛

び
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

             参
考
「
阿
見
と
予
科
練
」
阿
見
町
教
育
委
員
会
刊 

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

 

市内・霞月楼で催されたリンドバーグ
ご夫妻の送別会 

掲載した３葉の写真は,霞月楼・堀越恒夫氏 

（高 19 回）から提供していただきました。 

 


